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ジョセフ・セバレンジ＋ラウラ・アン・ムラネ 著 米川正子 訳 
東京 立教大学出版会 2015 年 xvii+311p+12p. 
 
1994年にルワンダで起こった大量虐殺は世界の注目を集め、日本語でも多くの関連書籍が刊行



















示唆を与えてくれる。セバレンジが下院議長職にあった 1990 年代末は、内戦に勝利した RPF が
カガメ現大統領を中心に統治体制を確立していった時期であり、今日の権力構造のいわば起源が
語られている。加えて印象深いのは、ルワンダの政治文化に関する記述である。噂、暗示、ほの
めかしが大きな意味を持つことがわかるが、それは本書の前半で描かれる少年時代の記述とも繋
がっている。厳しい政治の現実は、ルワンダの豊かな文化とも接合しているのである。 
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